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主
な
内
容

●第２回度会町定例町議会を開催
●町議会議員インタビュー
●度会小学校の開校に向けて

～ 町 内 保 育 所 プ ー ル 開 き ～
冷たくて気持ちいいね！
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第2回度会町定例町議会を開催

平成
19年

平
成
19
年
第
２
回
度
会
町
定
例
町
議
会
は
、
去
る
７
月
1₈
日
か
ら
₂₃
日

に
か
け
て
の
６
日
間
で
開
催
さ
れ
、
条
例
改
正
案
や
補
正
予
算
案
な
ど
に

つ
い
て
審
議
し
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
、
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
、
山
々
の

緑
と
清
ら
か
な
流
れ
の
宮
川
、
一

之
瀬
川
を
中
心
と
し
た
度
会
町
を

こ
よ
な
く
愛
し
、
町
民
の
皆
さ
ま

と
と
も
に
、
こ
の
度
会
町
を
大
切

に
守
っ
て
い
く
町
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、
合
併

に
よ
り
三
重
県
の
市
町
村
は
、
69

市
町
村
か
ら
29
市
町
に
な
り
、
私

た
ち
の
町
は
単
独
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。

町
長
に
就
任
し
、
わ
ず
か
１
か

月
弱
の
間
に
多
く
の
市
町
長
や
県

の
方
々
と
話
を
す
る
機
会
を
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
合
併

後
の
効
果
に
つ
い
て
は
、
い
い
話

が
少
な
く
、
合
併
の
効
果
が
現
実

化
す
る
の
は
、
ま
だ
ま
だ
先
の
こ

と
に
な
ろ
う
か
と
感
じ
ま
し
た
。

今
後
、合
併
に
つ
き
ま
し
て
は
、

広
い
視
野
を
持
っ
て
近
隣
市
町
の

方
々
と
の
話
し
合
い
の
機
会
を
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
町
民
の
皆
さ

ま
や
議
会
の
皆
さ
ま
方
と
対
話
を

重
ね
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
と
時
間

を
か
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
町
民

の
皆
さ
ま
と
と
も
に
町
づ
く
り
に

取
り
組
む
『
創
意
と
工
夫
の
町
づ

く
り
政
策
』、
自
然
環
境
の
保
護
、

保
全
に
取
り
組
む
『
よ
り
住
み
よ

い
心
豊
か
な
町
づ
く
り
政
策
』、

新
し
い
発
想
や
ア
イ
デ
ア
に
よ
る

企
画
を
重
視
し
た
『
企
画
力
に
富

ん
だ
活
力
あ
る
町
づ
く
り
政
策
』

の
３
つ
の
政
策
を
中
心
と
し
、
今

町
長
所
信
表
明
・
提
案
説
明（
概
要
）

後
４
年
間
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
期

待
に
少
し
で
も
応
え
ら
れ
る
よ
う

町
政
を
推
進
し
て
い
く
決
意
で
ご

ざ
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
政
策
を
実
現
し
て
い

く
た
め
施
策
と
し
て
、
多
く
の
町

民
の
皆
さ
ん
や
特
に
若
い
世
代
の

方
々
に
、
町
政
へ
の
参
加
を
促
す

た
め
、
土
曜
、
日
曜
、
祝
祭
日
を

利
用
し
て
、
老
若
男
女
問
わ
ず
気

軽
に
参
加
で
き
る
座
談
会
形
式
の

『
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
』
を
各
地
区

で
開
催
し
、
町
づ
く
り
の
ご
意
見

や
発
想
、
ア
イ
デ
ア
な
ど
を
お
聞

き
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

具
体
的
な
施
策
と
し
て
、
農
業

の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
集
約

農
業
の
推
進
、
Ｊ
Ａ
他
農
業
の
担

い
手
、
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
大
地
を
守
る
農

業
、
農
地
が
荒
廃
し
な
い
よ
う
維

持
管
理
し
て
い
く
環
境
農
業
へ
の

取
り
組
み
、地
域
特
産
物
の
振
興
、

自
立
心
の
強
い
農
家
の
育
成
と
し

て
、
ま
た
、
度
会
町
の
特
産
品
で

あ
る
茶
業
振
興
の
た
め
、
茶
園
団

地
の
造
成
へ
取
り
組
む
と
と
も
に
、

農
業
基
盤
の
要
と
な
る
、
ふ
る
さ

と
農
道
を
利
用
し
た
産
業
、
生
活

集
落
道
路
の
整
備
を
推
進
し
て
ま

い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

林
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
優
良

な
内
国
産
材
を
育
成
す
る
た
め
間

伐
、
枝
打
ち
保
育
の
推
進
、
治
山

治
水
事
業
へ
の
取
り
組
み
、
人
と

動
物
の
共
存
を
目
指
し
、
広
葉
樹

や
落
葉
樹
の
植
林
の
推
進
を
す
る

と
と
も
に
、
林
道
の
整
備
促
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

統
合
に
よ
る
学
校
跡
地
や
保
育

所
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
各

地
区
関
係
者
の
意
見
を
取
り
入
れ
、

話
し
合
い
の
上
、
学
校
教
育
や
社

会
教
育
、
老
人
福
祉
に
活
用
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

老
人
福
祉
に
お
き
ま
し
て
は
、

在
宅
介
護
を
ベ
ー
ス
と
し
た
地
域

あ
げ
て
の
福
祉
社
会
を
目
指
し
、

相
互
扶
助
の
で
き
る
場
を
提
供
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
域
産
業
の
活
性
化
に
つ
き
ま

し
て
は
、
地
元
、
近
隣
地
域
の
建

築
、
建
設
業
優
先
の
事
業
発
注
、

人
口
の
増
加
に
つ
な
が
る
活
力
あ

る
町
づ
く
り
、
新
し
い
発
想
や
ア

イ
デ
ア
に
よ
る
企
画
力
に
富
ん
だ

農
林
業
や
生
活
施
策
へ
の
取
り
組

み
、『
高
度
な
業わ
ざ

』
を
持
つ
中
小

企
業
誘
致
へ
の
取
り
組
み
、
宮
リ

バ
ー
度
会
パ
ー
ク
周
辺
へ
の
集
客

へ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

１
人
で
も
多
く
の
方
々
の
意
見

や
発
想
を
反
映
す
る
『
わ
か
り
や

す
い
政
治
』
を
目
指
し
、
郷
土
愛

溢
れ
た
独
自
の
町
づ
く
り
に
取
り

議会のようす
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組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
議
会

議
員
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
と
ご
支

援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
度
会

町
一
般
会
計
補
正
予
算
案
で
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
５
５
，
３
４

８
千
円
を
追
加
し
、
予
算
規
模
を

３
，
１
８
８
，
６
８
９
千
円
と
し

て
お
り
ま
す
。
主
な
内
容
と
し
ま

し
て
は
、
小
学
校
統
合
に
伴
う
校

舎
な
ど
増
改
築
経
費
と
し
て
１
７

６
，
１
０
０
千
円
を
計
上
し
、
統

合
施
設
整
備
事
業
国
庫
負
担
金
１

６
，
３
０
８
千
円
、
学
校
教
育
施

設
等
整
備
事
業
債
１
４
，
７
０
０

千
円
、
教
育
施
設
整
備
基
金
繰
入

金
１
２
０
，
０
０
０
千
円
を
充
当

し
て
お
り
ま
す
。

度
会
町
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
案
で
は
、
県
道
改
良

に
伴
う
配
水
管
移
設
工
事
費
な
ど

か
ら
１
５
，
２
０
２
千
円
を
追
加

し
、
予
算
総
額
を
１
５
９
，
５
４

３
千
円
と
し
て
お
り
ま
す
。

度
会
町
老
人
保
健
特
別
会
計
補

正
予
算
案
で
は
、
８
，
４
６
２
千

円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
７
３

８
，
０
０
９
千
円
と
し
ま
し
た
。

ま
た
度
会
町
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案
は
、

医
療
保
険
制
度
の
将
来
に
わ
た
る

持
続
益
か
つ
安
定
的
な
運
営
を
確

保
す
る
た
め
、
医
療
費
適
正
化
の

総
合
的
な
推
進
、
新
た
な
高
齢
者

医
療
制
度
の
創
設
、
保
険
者
の
再

編
・
統
合
な
ど
の
措
置
を
講
ず
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
『
健
康
保
険

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
18
年
法
律
第
83
号
）』
が
平

成
18
年
６
月
21
日
に
公
布
さ
れ
、

保
険
給
付
（
一
部
負
担
金
）
に
関

す
る
事
項
が
平
成
20
年
４
月
１
日

に
施
行
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

運
用
に
整
合
性
を
図
る
べ
く
本
町

に
お
け
る
当
該
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

一
般
会
計

2億5,534万8千円を追加
一般会計に

2億5,534万8千円を追加

◎
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

２
５
５
，
３
４
８
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ

れ
ぞ
れ
３
，
１
８
８
，
６
８
９
千

円
と
し
ま
し
た
。

主
な
内
容

教

育

関

係

○
小
学
校
統
合
施
設
整
備
事
業
に

か
か
る
校
地
整
備

特
別
会
計

◎
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

１
５
，２
０
２
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
１
５
９
，
５
４
３
千
円
と
し
ま

し
た
。

◎
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

８
，
４
６
２
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
７
３
８
，
０
０
９
千
円
と
し
ま

し
た
。

そ
の
他
可
決
さ
れ
た
議
案

◎
度
会
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
員
提
出
議
案

◎
次
の
１
項
目
を
求
め
る
決
議
お

よ
び
政
府
へ
の
意
見
書
（
議
員

提
出
案
）
を
関
係
機
関
へ
提
出

す
る
も
の

◦
日
豪
経
済
連
携
協
定
／
自
由
貿

易
協
定
交
渉

一
般
質
問

平
成
19
年
９
月
発
行
の
『
わ
た

ら
い
議
会
だ
よ
り
』
に
掲
載
さ
れ

ま
す
。

一
般
質
問
議
員

大
釋
恭
治
議
員

木
本
タ
ヱ
子
議
員

山
延
男
議
員

福
井
秀
治
議
員

溝
口
周
生
議
員

平
成
19
年
第
２
回
度
会
町
議
会

臨
時
会
が
、
去
る
７
月
11
日
に
召

集
さ
れ
、
会
期
１
日
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
議
案

◎
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

度
会
町
監
査
委
員
に
八
木 
淳

さ
ん
（
中
之
郷
）
を
選
任
す
る
た

め
の
同
意
を
求
め
た
も
の
。

◎
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

•
度
会
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

•
度
会
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

•
平
成
18
年
度
度
会
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）

•
平
成
18
年
度
度
会
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

５
号
）

•
平
成
18
年
度
度
会
町
老
人
保
健

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

報
告

◎
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ

い
て

議
員
提
出
議
案

◎
度
会
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

◎
議
会
広
報
特
別
委
員
会
設
置
に

関
す
る
決
議

◎
予
算
決
算
特
別
委
員
会
設
置
に

関
す
る
決
議

第
２
回
度
会
町
議
会
臨
時
会
を
開
催
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●
議
会
議
長　
　
　

中
森　

慰

●
議
会
副
議
長　
　

中
村　

忠
彦

●
監
査
委
員　
　
　

八
木　

淳

７
月
11
日
の
臨
時
議
会
で
、

議
会
役
員
の
選
出
が
行
わ
れ
ま
し
た

炎
暑
の
候
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
て
私
、

７
月
11
日
の
度
会
町
議
会
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
員
の
皆
さ
ま
の

ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、
度
会
町
議
会
議
長
の
要
職
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

も
と
よ
り
浅
学
非
才
の
私
に
は
、
身
に
あ
ま
る
光
栄
で
あ
り
、
そ
の
職

責
の
重
大
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
議
会
と
執
行
機

関
が
十
分
議
論
を
し
て
、
二
者
が
両
輪
と
な
っ
て
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
ご

理
解
の
い
た
だ
け
る
政
策
を
考
え
、
ま
た
議
会
本
来
の
任
務
で
あ
る
町
民

の
代
表
と
し
て
行
政
の
「
チ
ェ
ッ
ク
」
機
能
も
十
分
果
た
す
議
会
の
ま
と

め
役
と
し
て
、
誠
心
誠
意
そ
の
職
責
を
全
う
す
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

町
民
皆
さ
ま
方
の
ご
支
援
、
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

就
任
の
あ
い
さ
つ

度
会
町
議
会
議
長　

中
森　

慰

度会町常任委員会委員

総務産業土木
常 任 委 員 会

◎芝山　延男
○牧　幸作
　溝口　周生
　八木　淳
　中村　忠彦
　大釋　恭治

教 育 民 生
常 任 委 員 会

◎木本タヱ子
○濱岡　裕之
　鳥羽　幸德
　福井　秀治
　中井　利正
　中森　慰

その他委員・議員

議会運営委員会
◎福井　秀治　○鳥羽　幸德　芝山　延男
　大釋　恭治　中井　利正

議会広報特別委員会
◎中村　忠彦　○濱岡　裕之　牧　幸作
　溝口　周生　八木　淳

農業委員会委員 八木　淳

伊勢地域農業共済事務
組合議員 中井　利正

度会広域連合議員 芝山　延男　福井　秀治

伊勢広域環境組合議員 木本タヱ子　大釋　恭治

予算決算特別委員会 ◎鳥羽　幸德　○中村　忠彦　全議員

◎委員長　　　○副委員長
�広

報わたらい（№ 505）



度 会 小 学 校

開 向 け て校に

の

統
合
以
降
、
当
面
の
間
は
18
学

級
程
度
で
推
移
す
る
こ
と
か
ら
、

増
築
す
る
校
舎
は
教
室
と
し
て
使

用
し
ま
す
。

増
築
校
舎
は
本
校
舎（
現
校
舎
）

と
渡
り
廊
下
で
つ
な
が
り
ま
す
が
、

施
錠
に
よ
っ
て
独
立
し
た
建
物
に

な
り
ま
す
の
で
、
将
来
の
児
童
減

少
時
に
は
『
放
課
後
子
ど
も
活
動

の
場
』
と
し
て
の
活
用
や
『
社
会

教
育
へ
の
開
放
』
も
可
能
と
な
り

ま
す
。

▽
問
合
先　

町
教
育
委
員
会
事
務

局
（
☎
６
２
︱
２
４
２
２
）

校章のデザイン募集中　９月５日提出期限です
・・・あなたのアイデアをお寄せください

DN

DN

DN

DN

(普通教室)

廊下

(普通教室)(普通教室)

ポーチ

昇降口

UP

教室１ 教室２ 教室３

前室
前室

階段

教員控室

バルコニー

多目的
トイレ

便所
便所
男子

女子

昇降口

倉庫

男子便所

女子便所
ﾎﾟﾝﾌﾟ庫

保健室 普通教室 普通教室

ﾌﾟﾛﾊﾟﾝ

普通教室
玄関

ポーチ

ホール

校長室 職員室

印刷室

書庫

昇降口２

家庭室

階段

職員便所

購買

物入休養室用務員室

男子
ﾛｯｶｰ室
女子

ﾛｯｶｰ室
配膳室

廊下

庫

ピロティーピロティー

廊下

ポーチ

ポーチ

DN

倉庫

女子
更衣室

倉庫

女子
便所男子

便所
階段

屋上

渡り廊下

廊下

(普通教室) (普通教室) (普通教室)
教室４ 教室５ 教室６

バルコニー

普通教室普通教室普通教室普通教室
理科室

理科準備室

女子便所

階段

ﾊﾞﾙｺﾆｰ ﾊﾞﾙｺﾆｰ

図工室

女子便所

男子便所

調整室

コンピューター室

廊下

階段

ティームテーチング

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

屋上

配膳室

男子便所

前室前室

屋上

廊下

屋上

DN

特別支援教室

特別支援教室

１階平面図

２階平面図

増
築
校
舎
の
各
階
平
面
図
を
ご
覧
く
だ
さ
い

広
報
紙
﹃
広
報
わ
た
ら
い
﹄
７
月
号
で
は
、
お
も
に
度
会
小
学
校
の
開

校
に
向
け
て
の
﹃
ハ
ー
ド
環
境
﹄
と
﹃
ソ
フ
ト
環
境
﹄
の
整
備
計
画
に
つ

い
て
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

今
月
は
校
舎
整
備
の
う
ち
、
校
舎
増
築
部
分
の
各
施
設
の
内
容
に
つ
い

て
図
面
を
中
心
に
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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わが家のエンジェルわが家のエンジェルわが家のエンジェルわが家のエンジェル

ミックスツインズ

のせな＆はなです

僕の甘～いマスク

で、おばあちゃんた

ちはメロメロさ！

私のむちむちボ

ディで、みんなの視線を釘づけよ☆

大好きな琴菜お姉ちゃんと仲良し♪わが家はにぎや

かだよ。よろしくね！

９月以降に満１歳を迎える子どもさんの写真を募集しています。

田畑 晴那 くん　羽那 ちゃん（棚 橋）
　　平成18年８月２日生まれ

父　裕也 さん
母　 愛  さん

三重県食改協会長表彰を受賞
村山和美さん

度会町食生活改善推
進員として活躍されて
いる村山和美さん（田
間）が、長年にわたり
地域の栄養改善に積極
的に取り組み、住民の
健康づくりに貢献され
たとして、三重県食生
活改善推進連絡協議会

会長賞を受賞されました。
村山さんは「健康年齢までがんばって活動し

たいと思います」と抱負を語ってくれました。
おめでとうございました。

国
民
健
康
保
険
税

税
率
改
正
に
ご
理
解
を

広
報
紙
『
広
報
わ
た
ら
い
』
２

月
号
、
５
月
号
で
お
知
ら
せ
し
て

き
た
よ
う
に
、
今
年
度
か
ら
国
民

健
康
保
険
税
の
税
率
が
次
の
表
の

よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
税
率
は
、
近
年
の
厳
し
い

経
済
情
勢
や
高
齢
化
な
ど
に
よ
り

低
所
得
者
が
増
え
、
運
営
に
必
要

な
財
源
を
確
保
す
る
の
が
難
し
い

状
況
に
あ
る
こ
と
や
、
医
療
の
高

額
化
、
受
診
件
数
、
介
護
保
険
給

付
が
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
財
政
基
盤
の

強
化
が
緊
急
に
必
要
と
な
り
、
引

き
上
げ
を
し
た
も
の
で
す
。

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
は
今
ま

で
以
上
の
ご
負
担
を
お
願
い
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
国
民
健
康

保
険
加
入
者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し

て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
現

在
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▽
問
合
先　

役
場
税
務
課
（
☎
６

２
︱
２
４
１
４
）

度会町国民健康保険税　税率表
医療給付費分

区　　　分 改　正　前
（平成18年度）

改　正　後
（平成19年度から）

応
能
割

所　 得　 割　 額
（加入者の前年所得に対し） 5.10% 5.25%

資　 産　 割　 額
（加入者の固定資産税額に対し） 30.00% 35.00%

応
益
割

均　 等　 割　 額
（加入者１人当たり） 21,000円 22,500円

平　 等　 割　 額
（１世帯当たり） 19,000円 20,000円

賦課限度額 530,000円 560,000円

介護納付金分

区　　　分 改　正　前
（平成18年度）

改　正　後
（平成19年度から）

応
能
割

所　 得　 割　 額
（加入者の前年所得に対し） 0.70% 1.10%

資　 産　 割　 額
（加入者の固定資産税額に対し） 5.00% 9.00%

応
益
割

均　 等　 割　 額
（加入者１人当たり） 5,800円 8,100円

平　 等　 割　 額
（１世帯当たり） 3,400円 4,800円

賦課限度額 90,000円 90,000円

※これらの税率は、その年度の医療費の総額を推計し、自己負担分と
国などからの支出金を差し引いた額をもとに決められます。
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現
況
届
を
忘
れ
ず
に
！

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

▽
問
合
先　

役
場
福
祉
保
健
課
（
☎
６
２
︱
２
４
１
３
）

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
は
８
月
31
日
（
金
）
ま
で

に
、
ま
た
特
別
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
９
月
10
日

（
月
）
ま
で
に
、『
現
況
届
ま
た
は

所
得
状
況
届
』
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
所
得
制
限
に
よ
る
手
当

の
支
給
停
止
者
も
届
出
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
届
出
に
よ
り
引
き
続
き
手

当
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
の
審

査
が
行
わ
れ
ま
す
。
期
限
ま
で
に

提
出
さ
れ
な
い
と
き
は
、
手
当
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

児
童
扶
養
手
当
制
度
と
は

父
の
い
な
い
18
歳
に
達
す
る
年

度
末
ま
で
の
児
童
（
父
が
重
度
の

障
害
に
あ
る
場
合
を
含
む
）
の
母

や
、
母
に
代
わ
っ
て
そ
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方
に
対
し
て
生
活

の
安
定
と
自
立
を
助
け
、
福
祉
の

増
進
を
図
る
た
め
に
手
当
を
支
給

す
る
制
度
で
す
。

た
だ
し
、
児
童
が
父
ま
た
は
母

の
死
亡
に
つ
き
公
的
年
金
を
受
け

る
と
き
や
、
そ
の
児
童
の
父
が
公

的
年
金
の
加
算
対
象
と
な
っ
て
い

る
と
き
、
ま
た
、
母
が
事
実
上
婚

姻
状
態
に
あ
る
夫
が
あ
る
と
き
な

ど
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度
と
は

身
体
や
精
神
に
障
害
の
あ
る
20

歳
未
満
の
児
童
の
福
祉
の
増
進
を

図
る
た
め
、
そ
の
父
、
母
ま
た
は

養
育
者
に
対
し
て
手
当
を
支
給
す

る
制
度
で
す
。

た
だ
し
、
対
象
児
童
が
児
童
福

祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
と

き
や
、
障
害
を
支
給
事
由
と
す
る

公
的
年
金
を
受
給
で
き
る
と
き
な

ど
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
両
制
度
と
も
請
求
す
る
方
や
、

扶
養
義
務
者
な
ど
の
所
得
額
に
応

じ
て
支
給
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

度
会
広
域
連
合
で
は
、
南
伊
勢

町
・
大
紀
町
・
度
会
町
の
介
護
保

険
法
や
障
害
者
自
立
支
援
法
に
も

づ
く
審
査
・
認
定
業
務
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。

今
年
４
月
か
ら
は
介
護
保
険
の

申
請
に
と
も
な
う
、
次
の
よ
う
な

こ
と
も
行
っ
て
い
ま
す
。

①
主
治
医
に
意
見
書
へ
の
記
載
を

依
頼

②
申
請
者
の
自
宅
な
ど
を
訪
問
し
、

体
の
状
態
や
日
ご
ろ
の
生
活
の

よ
う
す
を
調
査

訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
く
日
時
の

調
整
を
行
う
た
め
、
電
話
に
て
連

絡
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

認
定
な
ど
に
対
す
る
疑
問
、
質

問
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
度

会
広
域
連
合
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▽
問
合
先　

度
会
広
域
連
合
（
☎

６
２
︱
２
３
０
０
）

度会広域連合

介護保険の申請をお手伝い

福祉医療費助成制度とは、町内在住の皆さんが
医療機関などで支払った医療費の一部を助成する
制度です。
▷助成区分と対象
心身障害者

身体障害者手帳１～４級、療育手帳Ａ・Ｂ（中
度）の認定を受けた人
乳幼児

４歳未満の乳幼児。ただし、入院に係る医療費
については義務教育就学前の乳幼児
一人親家庭等

１８歳未満児を扶養している一人親家庭等の母
または、父およびその児童、父母のいない児童
▷助成を受けるには

受診時に、医療機関などの窓口に『福祉医療費
受給資格証』と保険証などを同時に掲示してくだ
さい。

ただし、４歳以上義務教育就学前の乳幼児医療
費の助成については、福祉医療費受給資格証の発
行はありません。入院に係る領収書や印鑑、通帳

（郵便局以外）、保険証を持参のうえ、役場福祉保
健課へ申請をしてください。
▷資格更新

現在、受給資格のある人は、９月１日の資格更
新に合わせ、所得などから受給資格判定を行いま
す。引き続き受給資格のある人には、８月下旬に
受給資格証を送付します。
▷問合先　役場福祉保健課（☎６２－２４１２）

福祉医療費助成制度
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新新
たたたな 人人人の
1₂ 顔

れぶ

対
話
を
大
切
に
！

町
民
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
を

大
切
に
、
初
心
を
忘
れ
ず
、
山

積
す
る
問
題
に
懸
命
に
取
り
組

み
ま
す
。 牧　

幸
作

（
₅₈
歳
・
立
岡
）

当
選
１
回

初
心
を
忘
れ
ず

度
会
町
に
住
ん
で
い
て
良
か

っ
た
と
思
え
る
町
づ
く
り
を
目

指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

溝
口　

周
生

（
₅₅
歳
・
棚
橋
）

当
選
2
回

町
民
の
皆
さ
ま
の
思
い
を

町
政
に
‼

町
民
の
皆
さ
ま
と
町
政
を
つ

な
ぐ
大
切
な
役
割
を
果
た
す
た

め
の
努
力
を
い
た
し
ま
す
。

木
本
タ
ヱ
子

（
₆₃
歳
・
下
久
具
）

当
選
２
回

凛
と
し
た
町
づ
く
り

民
意
を
最
優
先
に
行
動
し
、

住
み
良
い
度
会
の
町
づ
く
り
を

目
指
し
ま
す
。

濱
岡　

裕
之

（
₅₂
歳
・
南
中
村
）

当
選
１
回

未
来
の度会

町
に
向
け
て
‼

あ
ら
ゆ
る
面
で
、
度
会
町
の

価
値
を
高
め
る
こ
と
に
全
力
を

尽
く
し
ま
す
。

中
村　

忠
彦

（
₄₈
歳
・
麻
加
江
）

当
選
2
回

努
力
・
挑
戦

地
域
の
更
な
る
発
展
に
つ
な

が
る
よ
う
に
、
全
力
で
取
り
組

み
ま
す
。 八

木　

淳

（
₄₆
歳
・
中
之
郷
）

当
選
2
回

※掲載は議席順

一言インタビュー
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度
会 町 会

議 議
員

福
祉
、
環
境
の
カ
ナ
メ
は

地
方
自
治

住
民
の
創
意
工
夫
と
安
全
で

安
心
で
き
る
活
力
あ
る
町
づ
く

り
に
全
力
で
頑
張
り
ま
す
。

鳥
羽　

幸
德

（
₇₃
歳
・
平
生
）

当
選
2
回

初
心
を
忘
れ
ず

２
期
目
を
向
か
え
、
初
心
を

忘
れ
ず
、
皆
さ
ま
の
思
い
を
行

政
に
届
け
ま
す
。

芝
山　

延
男

（
₆₀
歳
・
柳
）

当
選
2
回

町
民
参
加
の
町
政
を

町
民
の
皆
さ
ま
と
の
パ
イ
プ

役
と
し
て
皆
さ
ま
と
と
も
に
夢

の
あ
る
町
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。

中
森　

慰

（
₅₈
歳
・
大
久
保
）

当
選
３
回

皆
さ
ま
の
代
表
で
あ
る
こ
と
を

忘
れ
ま
せ
ん

初
心
を
忘
れ
ず
、住
み
良
い
豊

か
な
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、良

識
あ
る
議
会
活
動
に
努
め
ま
す
。

福
井　

秀
治

（
₆₀
歳
・
大
野
木
）

当
選
４
回

度
会
町
民
の
幸
せ
の
た
め
に

努
力

町
財
政
の
向
上
と
健
全
財
政

の
維
持
・
青
少
年
の
育
成
・
福

祉
の
向
上
に
努
力
し
ま
す
。

大
釋　

恭
治

（
₇₂
歳
・
脇
出
）

当
選
５
回

住
み
や
す
い
町
づ
く
り

豊
か
な
自
然
を
守
り
、
堅
実

で
無
理
の
な
い
、
住
み
や
す
い

町
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

中
井　

利
正

（
₆₄
歳
・
注
連
指
）

当
選
６
回

去る６月１７日に実施
された度会町議会議員選
挙で、当選された１２人
の議員の皆さんを紹介し
ます。
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運
動
教
室
で
介
護
予
防

～
シ
ル
バ
ー
運
動
教
室
～

こ
ん
な
経
験
あ
り
ま
せ
ん
か
？

風
邪
を
ひ
く
な
ど
し
て
、
数
日

ベ
ッ
ド
や
布
団
で
横
に
な
っ
て
過

ご
し
、体
調
が
良
く
な
っ
た
こ
ろ
、

い
ざ
立
っ
て
み
た
ら
、
な
ん
だ
か

脚
に
力
が
入
ら
な
い
。
そ
れ
に
身

体
が
ふ
ら
つ
い
て
い
る
気
が
す
る

―
―

。
筋
力
は
、
使
わ
ず
に
い
る
と
弱

っ
て
い
き
ま
す
。
相
応
の
運
動
や

日
々
の
活
動
を
続
け
て
い
れ
ば
維

持
さ
れ
ま
す
が
、
運
動
や
活
動
を

し
な
く
な
る
と
衰
え
て
い
き
ま
す
。

例
え
ば
、
体
力
が
低
下
し
て
い
る

高
齢
の
人
が
、「
横
に
な
っ
て
安

静
に
し
て
い
る
方
が
楽
だ
か
ら
」

と
言
っ
て
そ
の
と
お
り
に
し
て
い

る
と
、
ま
す
ま
す
体
力
（
筋
力
）

は
落
ち
て
し
ま
い
、最
悪
の
場
合
、

そ
の
ま
ま
『
寝
た
き
り
状
態
』
に

な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。安

静
状
態
が
長
期
に
続
く
こ
と

に
よ
っ
て
起
こ
る
心
身
の
さ
ま
ざ

ま
な
機
能
低
下
を
『
廃は

い

用よ
う

症し
ょ
う

候こ
う

群ぐ
ん

』
と
い
い
ま
す
（
生
活
不
活
発

病
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
）。

大
掛
か
り
な
運
動
を
無
理
に
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
椅
子

に
座
っ
て
で
き
る
脚
上
げ
運
動
や
、

その3

『住み慣れたこの町で、いつまでもいきいきと暮らそう』

地域包括支援センターだより

椅
子
か
ら
の
立
ち
上
が
り
を
繰
り

返
す
と
い
っ
た
簡
単
な
運
動
で
も
、

継
続
す
れ
ば
筋
力
の
低
下
を
予
防

す
る
効
果
は
あ
り
ま
す
。

町
で
は
、「
ち
ょ
っ
と
足
腰
が

弱
っ
て
き
た
か
な
？
」
と
い
う
高

齢
者
の
た
め
の
介
護
予
防
の
運
動

教
室
と
し
て
、『
シ
ル
バ
ー
運
動

教
室
』
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▽
利
用
対
象
者

65
歳
以
上
の
人
で
、
25
項
目
の

質
問
票
（
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
）

で
『
運
動
が
必
要
』
と
認
め
ら

れ
た
人

▽
実
施
場
所

町
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
内
容

個
人
に
合
わ
せ
た
運
動
メ
ニ
ュ

ー
、
み
ん
な
で
行
う
転
倒
予
防
体

操
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

▽
利
用
申
込

利
用
希
望
者
の
ご
自
宅
に
保
健

師
が
訪
問
し
、
お
話
を
う
か
が

い
な
が
ら
一
緒
に
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
を
記
入
し
ま
す
。
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
の
結
果
で
運
動
教
室

の
利
用
が
望
ま
し
い
場
合
は
、

町
内
の
医
療
機
関
に
受
診
し
て

運
動
を
し
て
も
よ
い
か
診
て
い

た
だ
き
ま
す
。

▽
問
合
先

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
６
２
︱
１
１
１
８
）

10：00 血圧測定

体調チェック

10：15
みんなで行う転倒予防体操

個人に応じた運動メニュー

11：45
昼食

13：15 休憩
13：30

レクリエーションなど

15：00
おやつ

15：30

シルバー運動教室

１日のスケジュール
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リレー連載	 No.13

人
権
人
権
にに考考

え
る
え
る

つ
い
て

つ
い
て

No.3

リ
レ
ー
連
載
は
・
・
・

『
人
権
に
つ
い
て
考
え
る
』
を
統
一
テ
ー
マ
に
し
て
、
10
月
は
小
中

学
校
、
12
月
は
福
祉
保
健
課
、
２
月
は
保
育
所
・
民
生
児
童
委
員
、
４

月
は
総
務
企
画
課
、
６
月
は
高
等
学
校
へ
と
担
当
リ
レ
ー
を
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
話
題
を
提
供
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
人
権
感

覚
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

度会町人権・同和教育推進協議会
担当／町教育委員会事務局

度会町人権・同和教育推進協議会の活動
平成１７年から始めました『人権について考える』リレー

連載も３年目を迎えました。度会町人権・同和教育推進協
議会は、人権同和問題に対する正しい理解と認識のもとに、
度会町の人権同和教育の振興・推進を図ることを目的に活
動しています。組織内部や関係機関での研修や学習の成果
を、子どもたちの教育に役立て、また家庭や地域への情報
発信、啓発活動につなげていこうと取り組んでいますが、
まだまだ満足できるものとはいえません。

上図（組織図）のとおり、協議会の名称にある『教育推
進』は、学校教育分野と社会教育分野に大別していますが、
今後は、さらに町内の小中高校や保育所、町議会、各種団
体、町行政部局が連携し、「一人ひとりがともに生きる仲
間として尊重しあうまち・度会町」の実現を目指したいと
考えています。

度会町人権・同和教育推進組織図

度会町人権・同和教育推進協議会

役員会
定数５

事務局
定数７

度会町学校人権同和教育推進委員会
定数７

社会人権・同和教育学校人権・同和教育
・総務企画課 
・福祉保健課 保育所
 民生・児童委員
 老人クラブ連合会
・産業建設課
・ＰＴＡ連絡協議会
・中央公民館 

・小中学校
・南伊勢高校（度会校舎）
・教育委員会
・保育所
・各種団体
・町議会代表 
・町長部局代表 

代議員会
定数２７

（議決機関）

度会町文化・人権講演会を開催
地域の皆さまとともに人権を考える機会の１つとして、

毎年『度会町文化・人権講演会』を開催しています。今年
も下記のとおり実施予定ですので、多くの皆さんのご参加
をお待ちしています。

▷開催日時　１１月１０日（土）午後７時～８時３０分
▷開催場所　度会町民体育館
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西
野
た
け
し
指
導

茶
の
実
句
会
抄　

７
月
19
日

梅
雨
の
寺
湿
気
に
き
し
む
廊
下
か
な

棚　

橋　

藤
井　

紫
光

槍
投
げ
る
少
女
の
真ま

が
お顔
雲
の
峰

立　

岡　

牧　
　

明
子

花
合ね

歓む

に
山
の
霊れ

い

気き

を
も
ら
ひ
け
り

棚　

橋　

松
本　

貞
子

あ
じ
さ
い
や
水
車
大
き
な
妻つ

ま

籠ご

宿じ
ゅ
く

田　

間　

村
山　

和
美

水
遊
び
元
気
印
の
孫
四
人

牧　

戸　

井
戸
本
つ
た

母は
は

苞づ
と

に
竹
の
籠か

ご

買
ふ
夏
の
諏す

訪わ

大
久
保　

浦
田　

フ
ユ

八
十
路
に
は
八
十
路
の
願
ひ
星
祀ま

つ

る

茶
屋
広　

河
村　
　

鈴

の
ほ
ほ
ん
と
暮
ら
し
茅ち

の
輪わ

を
く

ぐ
り
け
り

大
野
木　

串
田　

冬
扇

人権擁護委員
西田久典さんが就任

平成１９年７月１
日付けで、度会町担
当の人権擁護委員と
して、西田久典さん

（栗原）が、法務大
臣から委嘱されまし
た。

今後、西田さんに
は皆さんの人権が侵
犯されることのない
ように、多方面にわたり相談にのっていただくなど、
町の頼れる人権擁護委員さんとして、ご活躍いただ
きます。

奥野可頌さんに感謝状

去る７月１日、
平成１３年から６
年間、人権擁護委
員を務めていただ
いた奥野可頌さん

（小川）に、長年
にわたり国民の人
権の擁護と人権思
想の普及高揚に尽
くされたとして、
法務大臣から感謝
状が贈られました。

おめでとうございました。

６
月
６
日
付
け
で
、
少
年
の
非
行
防
止
お
よ

び
健
全
育
成
に
対
す
る
活
動
に
協
力
い
た
だ
く

た
め
、
少
年
警
察
協
助
員
と
し
て
、

宮
信
生

さ
ん
（
大
野
木
）
と
世
古
武
弘
さ
ん
（
麻
加
江
）

と
西
村
毅
さ
ん
（
小
川
）
が
、
伊
勢
警
察
署
長

か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
２
年
間
で
、協
助
員
の
皆
さ
ん
に
は
、

要
保
護
少
年
の
発
見
と
保
護
や
非
行
少
年
な
ど

の
発
見
、
少
年
か
ら
の
相
談
、
有
害
環
境
の
浄

化
、
地
域
社
会
に
対
す
る
啓
蒙
活
動
に
ご
活
躍

い
た
だ
き
ま
す
。

少
年
警
察
協
助
員
と
し
て
活
動

宮川ダムの操作が変わります
宮川ダムでは、平成１６年台風２１号の経験から、

大規模洪水に対して洪水調節機能を強化するために、
ダム放流の操作規則の見直しを行い、７月１４日か
ら運用を開始しています。

変更により大規模洪水に対しても、ダムが満水に
なることなく洪水調節を行い、下流河川の水位を下
げることができます。

洪水調節の開始と放流方式を変更
川の測量をもとに流下能力を算出し、洪水をダム

で調節し下流への流量を軽減させる操作（洪水調節）
の開始を、現在の５００㎥／ｓから６００㎥／ｓに、
また放流方式を一定率から一定量方式に変更するこ
とで大規模な洪水に対して、より効率的な洪水調節
ができるようになります。

洪水警戒体制を強化
複雑な動きの台風や集中豪雨にも迅速に対応でき

るように、洪水警戒体制の強化を行います。
▷問合先　松阪建設事務所宮川ダム管理室

（☎０５９８－７８－３２２１）
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去る６月３０日、県営陸上競技場を会場に、第２３回全国小学生陸上競技交流大会三重県予選会が開催され、内城田スポーツクラブの皆さんが出場しました。混成４×１００ｍリレーで内城田スポーツクラブＡチームが、５８秒４２の記録で第２位となり、９月９日に同会場で開催される東海大会への出場権を手にしました。混成４×１００ｍリレーには、井戸本真衣さん（牧戸）、宮本りさえさん（牧戸）、山下翔汰さん（大野木）、浦井峻自さん（大野木）、上村玲奈さん（棚橋）、阪井浩人さん（棚橋）の参加が予定されており、うち４人が出場し、日ごろの練習の成果を発揮します。

去る７月６日、役場大会議室において全国・関

西茶品評会に出品された茶（見本）の求評会が行

われました。
県の茶関係者によって、茶の外観、水色、香気、

滋味について審査され、栽培管理や摘み取り方、

製造過程まで幅広く概評をいただきました。

去る６月２４日、度会中学校体育館で第１４回度会町民バドミントン大会が行われ、男女２１チームが参加し、熱戦が繰り広げられました。試合は男女別で競技され、男子の部では、小野田孝也さん・神田裕也さんのチームが、また女子の部では、橋本絵里さん・中川有美子さんのチームが優勝を飾りました。

PHOTO GALLERY

Nice day
Nice shotフォト 

ギャラリー 

去る７月９日と１９日に、町内各小学校の児童

が、高中低学年に分かれて、宮リバー度会パーク

遊水プール鏡で合同水泳を行いました。

来年度の小学校統合に向けた交流事業の第２弾

として行われたこの水泳でも、児童たちはお互い

に打ち解け、リレー競技や宝探しなどのゲームを

して楽しみ、さらなる交流を深めました。

熱戦！バドミントン大会
熱戦！バドミントン大会

内城田スポーツクラブ
１２年連続東海大会へ出場

内城田スポーツクラブ
１２年連続東海大会へ出場

楽しくプールで交流楽しくプールで交流

茶品評会にむけて求評会茶品評会にむけて求評会
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お知らせ 
INFORMATION 

8
August

▶問合先
　役場産業建設課
　（☎62－2416）

度会町食生活改善推進協議会では、男の料理教室を開
催します。

ぜひ、ご参加ください。
▶開催日時　９月７日（金） 午前９時３０分～正午ごろ
▶開催場所　町保健センター
▶申込期限　８月２４日（金）まで
▶参 加 費　３００円
▶申込・問合先　役場福祉保健課（☎６２－１１１２）

男の料理教室を開催

食品表示に対する消費者の関心が高まり、食品の品質
表示の一層の適正化を図るため、食品の表示についての
情報提供や問い合わせを受けるホットラインを設置して
います。

お気軽にご利用ください。
▶問 合 先　東海農政局三重農政事務所表示・規格課

（☎０５９－２２８－３１５３）または県
農水産物安全室（☎０５９－２２４－２４
９７）

食品表示１１０番をご利用ください

バザールわたらい産直市
次回開催日は、8月12日（日）、９月２日（日）です。

８月は電気使用安全月間です。
家庭でも電気設備の安全点検をして、電気は正しく安

全に使いましょう。
▶問 合 先　（財）中部電気保安協会伊勢事業所

（☎２５－０８９２）　

電気は正しく安全に！

▶開催日時　８月２３日（木）、９月２７日（木）、
１０月１８日（木）、１１月１５日（木）
午後１時～３時

▶開催場所
◦８・９・１１月　県伊勢庁舎ヘルスサポート室
◦１０月　県志摩庁舎衛生教育室
▶内 容　専門医・保健師による個人面接相談

（要予約）
※相談は無料で、秘密は堅く守られます。
▶予約・問合先　伊勢保健福祉事務所地域保健課

（☎２７－５１４８）

こころの健康相談を開催

▶開催日時　８月２７日（月）
午前９時３０分～正午ごろ

▶受付時間　午前９時１５分～
▶開催場所　町保健センター
▶対 象　平成１７年４月１日～１８年３月３１日生

まれのお子さんの保護者
▶定 員　１２人
▶参 加 費　１００円
▶申込期限　８月１３日（月）まで
▶託 児　あり
▶申込・問合先　役場福祉保健課（☎６２－１１１２）

歯によいおやつ作り教室を開催

▶開催日時　８月１０日（金）・２４日（金）
午前１０時～午後４時

▶開催場所　役場１階　第２会議室
▶申込・問合先　役場福祉保健課（☎６２－２４１３）

または伊勢・度会地区障害者相談支援
センター『ブレス』（☎２０－６５２５）

障害者相談支援センター『ブレス』
巡回相談を開催

1�広
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度会町青少年育成町民会議健全育成部会では、美しい
度会のまちづくりのために、今年も『町内一斉クリーン
活動』を実施します。

子どもたちと地域の皆さんが、いっしょに活動してい
ただくことで「ゴミを捨てない社会規範意識を持つこと」
や「美しい環境を守ることの大切さ」を学ぶ機会にして
ください。
▶実施日時　９月３０日（日）午前中
※詳しい内容については、今後、区長・自治会長さんに
相談し改めてご案内します。
▶問 合 先　町教育委員会事務局（☎６２－２４２２）

町内一斉クリーン活動を実施

度会町商工会では、地域振興事業として第１７回謝恩
セールを実施しています。
▶実施期限　８月１２日（日）まで
セール抽選会＆２００７わたらいフェスタ in 鏡（青年
部イベント）
▶開催日時　９月１日（土）
◦抽 選 会　午後１時～６時
◦イベント　午後１時～８時３０分ごろ
▶開催場所　宮リバー度会パーク芝生広場
▶内 容　青年部・女性部バザー、舞台イベント、も

ちまき、花火など
▶問 合 先　町商工会（☎６２－１３１３）

謝恩セール実施中

平成23年７月24日までに地上アナログテレビ放送は終了します
▷問合先　総務省地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター（☎0570‐07‐0101）

▶採用職種・採用予定人員
消防職（一般）　１４人程度
消防職（救急救命士）　２人程度

▶申込期限　８月１７日（金）まで（土・日曜日除く）
午前８時３０分～午後５時１５分

※受験資格や試験日など詳しくはお問い合せください。
▶申込・問合先　伊勢市消防本部総務課
　　　　　　　　（☎２５－１２０６）

伊勢市消防職員を募集

危険物取扱者試験
▶試 験 日　１１月１８日（日）
▶試験会場　皇學館大学
▶試験種類　乙種（全種）と丙種試験
▶申込期間　８月３１日（金）～９月１２日（水）
※願書は、伊勢市消防本部、各分署・出張所にあります。
予備講習会
▶開催日時　１０月２０日（土） 午前９時～午後５時
▶開催場所　伊勢市観光文化会館
▶科 目　乙種第４類
▶定 員　１００人
▶受 講 料　４，０００円
▶申込期間　９月１８日（火）～ １０月１２日（金）
▶問 合 先　伊勢市消防本部予防課（☎２５－１２６３）

危険物取扱者試験（後期）と
予備講習会を開催

名古屋税関では、終戦後に引揚者の方々からお預かり
した、次の通貨・証券などをお返ししています。お心当
たりの方は、お問い合わせください。
◦上陸地の税関または海運局に預けられた通貨・証券な

ど
◦帰国前に在外公館や日本人自治会などに預けた通貨・

証券などのうち、その後日本に返還されたもの
通貨：旧日本銀行券、旧日本軍軍票など
証券など：支那事変割引国庫債券、大東亜戦争割引国庫

債券など
※返還請求・問合せは、本人または家族でもかまいませ
ん。
▶問 合 先　四日市税関支署尾鷲出張所
　　　　　　（☎０５９７－２２－１３８５）

終戦当時の引揚者の方から
お預かりした通貨・証券などを返還
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vol. ₂₇

県高校総体　　７月号に続きソフトテニス部、剣道部、卓球同好会の県高校総体の結果を報告します。
ソフトテニス部（伊勢市営コート）	５月２６日・２８日　個人戦　男子４組・女子１組が２回戦へ進む

 ５月２７日　団体戦男子　南伊勢高　０―３　四中工高
 　　　　　　　　　女子　南伊勢高　０―３　明野高
３年生にとっては最後の試合なので、今までの成果を出して１ペアーでも多く勝ち残る意気込みで試合に臨みました。し

かし、大きな大会というプレッシャーからか、自分らしいプレーが、なかなかできていませんでした。
上記のような結果となりましたが、初めて出場する選手もおり、良い経験になったことと思います。次の大会では今回の

悔しさをバネにして、良い成績が出せるよう努力していきたいです。（ソフトテニス部顧問　小林　洋一）
剣道部（久居農林高校） ５月２６日　男子団体戦　対　四日市高　１勝１分け３敗

 ５月２７日　男子個人戦　３人出場、内１人は２勝する
３年生５人、２年生２人という少人数ながら、各個人が日々練習を重ねてきました。団体戦では、１回戦突破を目標に試

合に臨みましたが、日ごろの成果を十分に発揮することができず、残念ながら敗退しました。
個人戦では、２年生ながら１人が３回戦まで進出しましたが、その壁は厚く突破は叶いませんでした。３年生引退後は、

２年生２人のみになってしまいますが、練習を積み重ね力をつけ、１試合でも多く勝てるように頑張りたいです。（剣道部
顧問　天白 清）
卓球同好会（県営総合競技場体育館）	５月２６日　南伊勢高　１―３　海星高

卓球同好会が発足し初めての試合で、１―３と惜敗し、改めて勝つことの難しさを知ることができました。この負けを次
の試合に活かし、いつかはたくさん勝てるようになってもらいたいです。（卓球同好会顧問　天白　清）

先輩体験談＆進路説明会 
『一人ひとりの進路実現を目指して！』

生徒一人ひとりの進路実現に向けて、進路指導の充実とキャリア教育の推進を目標に、
進路ガイダンスや企業見学などさまざまな取り組みが行われています。その一環として、
全学年を対象に先輩体験談＆進路説明会が行われました。

６月１３日、本校の卒業生９人と教員１人がそれぞれ自己紹介の後、職場での生活の
ようすや仕事内容について、あるいは、学校での授業内容や学生生活について、先輩ならではの話をしてくれました。在校
生は、先輩が話す内容だけに身近な体験談として関心も強く、興味深く話を聞きました。

また、在校生からの多くの質問に対して、先輩は丁寧に答えてくれました。先輩から
『目標を決めて早くから勉強を！』という貴重なアドバイスなどや、就職試験を控えた
３年生に激励の言葉をいただきました。

期末テストの最終日である７月５日には、進路説明会が開催されました。
３年生は、模擬面接指導を受けた後、就職希望者

は就職試験に向けての講演を聞きました。進学希望
者は個々の希望に応じて分科会
が開かれ、担当者と直接個別に面
談を行いました。どの生徒も進路
決定を目前に控え、緊張感を持っ
て熱心に話を聞いていました。

１・２年生は職業別ガイダンスとして、各自が希望する職業分野
に分かれて話を聞き、その後全員で「社会人の基本マナー（５原則）」
について、身だしなみ・挨拶・言葉遣いなどのビジネスマナー指導
を受けました。お辞儀の仕方などの実習もあり、みんな元気に明る
く練習をしました。自分の将来について考えるきっかけとなり、進
路の方向や目標、職業に対する意識づけになりました。

図書館開放予定日
度会校舎図書館は次の日程で地域の皆さんに開放しています。

先輩の体験談

８月カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
○ ○ ○ ×

5 6 7 8 9 10 11
× × × × × ○ ×
12 13 14 15 16 17 18
× ○ ○ ○ ○ ○ ×
19 20 21 22 23 24 25
× ○ ○ ○ × ○ ×
26 27 28 29 30 31
× × × ○ ○ ○

○：午前９時～午後５時開放　　×：地域開放日ではありません
◦開放日は会議や出張などで変更することがありますので、ご了

承ください。
◦ホームページにて度会校舎図書館のようすをお知らせしています。
　http://www.mie-c.ed.jp/hwatar/tosyo/H18_tosyokan.html

模擬面接指導

職業別ガイダンス
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シリーズ

今夜の夕食今夜の夕食

おくやみ

おめでた 

８月の町税
 町 県 民 税　第 ２ 期

 国民健康保険税　第 ４ 期

６月中に届出のあった方	（敬称略）

 子の名前 保護者名 字名
野呂　光

こう

生
せい

 昌良 南中村
森本　莉

り

子
こ

 幸雄 棚　橋
安田　悠

ゆう

希
き

 有一 棚　橋
杉本　琴

こと

美
み

 晴紀 大野木

６月中に届出のあった方	（敬称略）

 名　前 年齢 字名
浦田　あ 子 ９６ 中之郷
倉田　よ ゑ ９４ 棚　橋
大井　やすの ９４ 麻加江
松田　きくゑ ８８ 平　生
井戸本實男 ９２ 牧　戸

度会町食生活改善推進協議会
親子でわくわくクッキング　押し寿司

❶といだ米に水と昆布を入れ、ご飯を炊く。
❷Ａの調味料を混ぜ合わせ、炊き上がったご飯に加え、手早く
切るように混ぜ、すし飯を作る。
❸ボウルにＢを入れてよく混ぜ、うすくサラダ油をぬった鍋を
弱火にかけ、Ｂを流しいれて菜箸で混ぜながらいり卵を作る。

❹スライスチーズはフィルムの上から半分に切れ目を入れ、青
じそはせん切りにする。

❺からの牛乳パックで作った長方形の型を横にしてラップを敷
き、いり卵、スライスチーズ２枚、すし飯３分の１、鮭フレー
ク、チーズ２枚、すし飯３分の１、青じそ、チーズ２枚、残
りのすし飯の順に敷き詰めていく。

❻いり卵が上になるように牛乳パックを返し、パックを取り、
きゅうりの輪切りやかいわれ大根、プチトマトを飾る。

材料（６人分）
米 ２合
昆布 ５㎝
　　酢 大さじ４
Ａ　砂糖 大さじ２
　　塩 小さじ３分の２
　　卵 ２個
Ｂ　砂糖 小さじ２
　　酒 小さじ１
　　塩 ひとつまみ

サラダ油 少々
スライスチーズ ６枚
青じそ ６枚
牛乳パック（１０００㎖）
 １個
鮭フレーク ５０ｇ
きゅうり 適宜
プチトマト 適宜
かいわれ大根 適宜

作
り
方

〝暑い夏をぶっとばそう〟ということで、からになっ
た牛乳パックを利用した押し寿司を紹介します。

とても美味しいので、ぜひ親子で挑戦してみませんか？

子育て支援センターでは、メールでの相談も受け付けています。
メールアドレス　watako@amigo2.ne.jp

保　健　情　報
●問い合わせは、役場福祉保健課（☎62－1112）まで●

●問い合わせは、町地域交流センター（☎6�－0070）または役場福祉保健課（☎62－1112）まで●

９月１２日（水）
《ひよこグループ》
９月１３日（木）
《うさぎグループ》
時間：午前１０時～正午
場所：町子育て支援

センター
※初回のみ要申込み

遊・友・YOUくらぶ
毎週火・金曜日
（８月２９日（水）まで休み）
時間：午前１０時～正午
場所：町子育て支援

センター
対象：保育所に行ってい

ないお子さん

わたっこ広場開放
９月　６日（木）　一之瀬公民館
９月２７日（木）　麻加江生活改善センター
時間：午前１０時～１１時３０分ごろ
内容：保育士による手遊び、自

由遊びなど
対象：保育所に行っていないお

子さん

地区巡回広場わたぼうし

乳児健診

９月１９日（水）
受付：午後０時３０分～０時４５分
場所：町保健センター
対象：平成１６年１・２月生まれのお子さん

３歳６か月児健診

９月１９日（水）
受付：午後１時１０分～１時３０分
場所：町保健センター
対象：
◦２か月児健診　平成１９年７月生まれのお子さん
◦７か月児健診　平成１９年２月生まれのお子さん
◦１２か月児健診　平成１８年９月生まれのお子さん

９月２５日（火）・２６日（水）・２７日（木）・２８日（金）
結核検診
対象者：６５歳以上（昭和1８年３月３１日以
前生まれ）の人
肺がん・大腸がん検診
対象者：４０歳以上（昭和４３年３月３１日以
前生まれ）の人
※詳しくは、度会町カレンダーおよび『広報わ
たらい９月号』と同時配布のチラシをご覧くだ
さい

結核（胸部レントゲン）・
肺がん・大腸がん検診

９月７日（金）

受付：午前１０時～１１時
場所：町地域交流センター
対象：０～６歳までのお子さん

育児相談（保健相談）

子育て支援情報

時間：午前９時３０分～午後２時３０分
場所：町子育て支援センター
対象：保育所に行っていないお子さん

創作活動室開放（自由に遊んでいただけます）
月～金曜日
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宇治山田商業高等学校商業科３年生でソフトボー
ル部に所属、明るく親切な中村桃子さん。
「悔いの残さないように精一杯ソフトボールをし、
１戦でも多く今のチームでやっていきたいです」と
８月に行われる中日本大会に向け、現在、一生懸命
練習をしています。

★なぜ今の高校へ
卒業後の進路もしっかりしていて、ソフトを続

けるにはとても良い環境だったからです。
★学校生活は

勉強面では１つでも多くの資格を取得。ほかに
ついては楽しく過ごしています。

★クラブ活動は
毎日遅くまで頑張って練習をしています。

★ソフトボールを始めるきっかけは
父にすすめられ、練習を見に行ったことがきっ

かけです。
★私生活は

ほとんど部活ですが、休みの日は寝ていること
が多いです。

★趣味や特技は
ソフトボールをすること。
体を動かすこと。

★将来の夢は
看護師になり、たくさんの人を助けていきたい

です。
★度会町の好きなところは

自然がたくさんあり、みんなが仲の良いところ
です。

今 月 の 表 紙
一
日
一
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度会町

町のうごき
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知
る
人
ぞ
知
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地
元
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祭
り『
わ
き
で
夏
祭
り
』

が
、
今
年
も
８
月
25
日
（
雨
天
順
延
）
午
後
７
時

30
分
か
ら
脇
出
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
す
。

隔
年
で
行
わ
れ
る
こ
の
祭
り
で
は
、
地
元
の
人

た
ち
に
よ
る
手
作
り
劇
や
歌
、
踊
り
な
ど
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
わ
き
で
夏
祭

り
実
行
委
員
会
の
門
野
さ
ん
（
☎
６
５
︱
０
０
５

３
）
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
一
度
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

人　口	 男　４, ４４７	（− ２）	出生　　４
女　４, ７６１	（−１２）	死亡　　５
計　９, ２０８	（−１４）	転入　　７

世帯数２, ７４６	（＋ １）	転出　２０

平成１９年６月３０日現在
(　 ) 内は前月比

去る７月１７日、棚橋保育所でプール開きが行われ、
園児たちは今年初めてのプール遊びを楽しみました。

ペットボトルで作ったジョウロやおもちゃを片手に
遊んだり、所狭しとワニ泳ぎなどをして、大好きなプー
ルで水遊びをしました。

プール開きは町内各保育所でも行われ、園児たちは
暑い夏の間、プールで水遊びを楽しみます。

中
な か

　村
む ら

　桃
も も

　子
こ

 さん
（麻加江）17歳◦A型

かがや 
びと

わたらい人人
No.
62輝け輝け
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